
力
隊
事
務
局
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
８
月
に
わ
が
国
政
府
が
行
な
う
国
際
協
力
の
実
施
機
関
と
し

て
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
：Japan�International�Cooperation�A

gency

（
現
国
際
協
力

機
構
））
が
発
足
し
、
そ
の
重
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
名
称
も
青
年
海
外
協
力
隊

と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

２
ー
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
日
本
政
府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
。
開
発
途
上
国
か
ら
の
要
請
（
ニ
ー
ズ
）
に
基
づ
き
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
技
術
・
知
識
・
経
験
を
持
ち
、「
開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
め
に
生
か
し
た
い
」
と
望

む
方
を
募
集
し
、
選
考
、
訓
練
を
経
て
派
遣
す
る
。

そ
の
主
な
目
的
は
、（
１
）
開
発
途
上
国
の
経
済
・
社
会
の
発
展
、
復
興
へ
の
寄
与
、（
２
）
友
好
親

善
・
相
互
理
解
の
深
化
、（
３
）
国
際
的
視
野
の
涵
養
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
社
会
還
元
で
す
。
な

か
で
も
、
青
年
海
外
協
力
隊
は
事
業
発
足
か
ら
50
年
以
上
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
に
の

べ
４
万
人
を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
て
い
る
。

応
募
で
き
る
の
は
応
募
時
に
20
～
39
歳
（
青
年
）、
40
歳
～
69
歳
（
シ
ニ
ア
）
の
方
で
、
日
本
国
籍

を
持
つ
方
で
あ
る
。
募
集
期
間
は
年
２
回
（
春
・
秋
）、
活
動
分
野
は
農
林
水
産
、
保
健
衛
生
、
教
育

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
計
画
・
行
政
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
、
技
術
、
経
験
な

ど
を
生
か
せ
る
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
徴
で
あ
る
。
派
遣
期
間
は
原
則
2
年
間
で
あ
る

が
、
１
ヶ
月
か
ら
参
加
で
き
る
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
も
あ
る
。

２
―
２

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
ペ
ル
ー
野
球
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ペ
ル
ー
野
球
連
盟
は
体
育
庁
の
管
轄
下
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
お
よ
び
コ
ー
チ
の
育
成
・
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
リ
マ
市
に
あ
る
４
つ
の
リ
ー
グ
（
合
計
23
チ
ー
ム
）
に
対
し
て
も
野
球
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
リ
マ
市
で
の
野
球
競
技
者
は
約
１
，
０
０
０
名
。
配
属
先
の
会
長
は
日
系
人
で
あ
り
、

野
球
の
競
技
指
導
に
加
え
て
、
野
球
少
年
た
ち
へ
の
日
本
的
な
礼
節
、
躾
と
い
っ
た
精
神
面
の
鍛
錬
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。
国
内
他
州
で
も
野
球
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
競
技
人
口
が
少
な
い
た
め
、
野
球
競

技
人
口
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
普
及
活
動
も
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。
協
力
隊
派
遣
再
開

後
、
現
在
ま
で
２
名
の
野
球
Ｊ
Ｖ
が
活
動
し
て
お
り
、
大
学
連
携
派
遣
と
し
て
毎
年
10
名
程
度
の
短
期

野
球
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

（
内
村

昭
仁
）

近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部

経
営
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

宮
崎

正
智

内
村

昭
仁

中
石

康
貴

渡
邉

翔
也

貫

亮
介

田
上

啓
一
郎

湯
川

貴
生

大
森

貴
昭

派
遣
期
間

２
０
１
6
．
２
．
12
～
３
．
９

訪
問
先

ペ
ル
ー
共
和
国

１
．
は
じ
め
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を

一
次
元
的
に
行
う
実
施
機
関
と
し
て
、
開
発
途
上
国
へ
の

国
際
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。「
す
べ
て
の
人
が
恩
恵

を
受
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
開
発
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
、
多
様
な
援
助
手
法
の
う
ち
最
適
な
手
法
を
用
い
、

地
域
別
、
国
別
ア
プ
ロ
ー
チ
と
課
題
別
ア
プ
ロ
ー
チ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
開
発
途
上
国
が
抱
え
る
課
題

解
決
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
、
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
野

球
隊
員
と
し
て
ペ
ル
ー
へ
と
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ペ
ル
ー
で
は
、
南
米
と
い
う
土
地
柄
も
あ
り
、
最
も
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
サ
ッ
カ
ー
と
言
わ
れ

て
い
る
。
一
方
、
野
球
は
日
系
人
の
間
で
は
比
較
的
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、
ペ
ル
ー
全
体
に
は

浸
透
し
て
お
ら
ず
、
野
球
人
口
は
わ
ず
か
１
０
０
０
人
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ペ
ル
ー
国
内
で

野
球
道
具
を
購
入
で
き
る
店
は
無
く
、
自
国
の
野
球
道
具
の
ほ
と
ん
ど
が
寄
付
に
よ
る
道
具
や
、
ア
メ

リ
カ
で
購
入
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
ペ
ル
ー
の
子
供
達

に
野
球
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
ペ
ル
ー
に
派
遣
さ
れ
感
じ
た
こ
と
、
日
本
の
野
球
の
文
化
と
の
違
い
な
ど
、
現
地
に
行
っ

て
分
か
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

（
宮
崎

正
智
）

２
．
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
歴
史

青
年
海
外
協
力
隊
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
：Japan�O

verseas�Cooperation�V
olunteers

）
事
業
は
、
前
述

の
協
力
隊
発
足
の
経
緯
の
と
お
り
、
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）
４
月
に
わ
が
国
政
府
の
事
業
と
し
て

発
足
し
た
。

事
業
の
実
施
は
当
時
の
海
外
技
術
協
力
事
業
団
に
委
託
さ
れ
、
同
事
業
団
の
中
に
日
本
青
年
海
外
協
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３
．
近
畿
大
学
の
派
遣
に
至
る
ま
で
の
動
き

　

私
た
ち
、
短
期
派
遣
隊
員
は
、
東
京
の
千
代
田
区
に
あ
る
竹
橋
研
修
施
設
で
五
日
間
の
研
修
を
行
っ

た
。
研
修
で
は
、
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
、
語
学
訓
練
免
除
の
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
約
１
０
０

名
の
方
が
研
修
に
参
加
し
た
。

　

講
座
内
容
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
一
つ
が
「
健
康
管
理
・
安
全
管
理
」
で
も
う
ひ

と
つ
が
「
社
会
的
多
様
性
理
解
・
活
用
力
」
で
あ
る
。
海
外
で
生
活
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
内
容
を

受
講
し
最
後
に
そ
れ
ら
の
テ
ス
ト
を
受
け
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

講
座
内
容
の
一
部
で
「
海
外
に
お
け
る
安
全
対
策
」
と
い
う
部
分
で
海
外
で
は
色
々
な
事
件
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
こ
こ
で
は
実
際
に
ど
う
い
っ
た
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で

今
ま
で
に
海
外
に
行
っ
て
起
き
た
事
件
の
お
話
を
聞
き
、
そ
の
対
処
法
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
学
ん
だ
。
そ
の
中
で
痛
感
し
た
の
が
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
事
だ
と
強
く

感
じ
た
。　

他
に
も
海
外
に
は
ど
う
い
っ
た
感
染
症
な
ど
が
あ
る
か
や
世
界
の
宗
教
理
解
と
し
て
世
界
に
は
ど
う

い
っ
た
宗
教
や
文
化
が
あ
る
の
か
を
学
ん
だ
り
体
力
維
持
講
座
と
し
て
実
際
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
体
操

を
行
っ
て
い
る
長
野
信
一
氏
を
講
師
に
招
い
て
体
を
動
か
し
た
り
す
る
講
座
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
派
遣
国
別
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
詳
し
い
人
を
招
き
、
質
疑
応
答
な
ど
派
遣
国
の
説

明
を
行
う
と
い
う
講
座
も
あ
っ
た
。

　

五
日
間
の
講
座
を
通
し
て
一
番
気
に
な
っ
て
い
た
安
全
管
理
の
こ
と
や
色
々
と
不
安
な
事
が
あ
っ
た

が
、
講
座
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
知
識
を
身
に
着
け
た
こ
と
に
よ
り
現
地
で
は
安
全
に
楽
し
く
活
動
す

る
事
が
で
き
た
。

�
（
中
石　

康
貴
）

４
．
ペ
ル
ー
の
歴
史

今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
私
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ペ
ル
ー
共
和
国

の
歴
史
、
任
国
の
事
情
に
つ
い
て
調
べ
た
。

先
ず
は
、
ペ
ル
ー
共
和
国
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
る
。
現
在
の
ペ
ル
ー
に
相
当
す
る
地
域
は
先
コ
ロ

ン
ビ
ア
期
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
最
も
高
度
な
文
明
が
発
達
し
た
地
域
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
15
世
紀
に

は
イ
ン
カ
帝
国
と
い
う
当
時
の
地
球
上
最
大
級
と
も
言
わ
れ
た
国
家
が
繁
栄
し
て
い
た
。
１
５
３
３
年

に
イ
ン
カ
帝
国
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
征
服
者
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
サ
ロ
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
ス

ペ
イ
ン
の
領
土
と
な
っ
た
ア
ン
デ
ス
山
脈
一
帯
は
ペ
ル
ー
副
王
領
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
リ
マ
は
南
ア

メ
リ
カ
の
西
半
分
を
統
括
し
た
副
王
領
の
中
心
地
と
な
っ
た
が
、
植
民
地
時
代
を
通
し
て
現
在
の
ペ

ル
ー
に
相
当
す
る
地
域
は
徐
々
に
周
辺
地
域
と
比
べ
た
衰
退
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
１
８
２
１

年
に
独
立
を
宣
言
し
、
１
８
２
４
年
に
独
立
を
達
成
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
内
政
は
安
定
せ
ず
、

１
８
７
９
年
か
ら
１
８
８
３
年
ま
で
続
い
た
太
平
洋
戦
争
で
は
チ
リ
に
敗
北
し
、
南
部
の
領
土
を
割
譲

し
た
。
20
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
内
政
は
安
定
せ
ず
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
低
開
発
な
状
態
に

留
ま
り
、
１
９
６
８
年
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
成
立
し
た
ベ
ラ
ス
コ
将
軍
の
軍
事
革
命
政
権
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
一
連
の
社
会
改
革
も
、
ペ
ル
ー
社
会
に
肯
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
１
９
８
０
年
の
民
政
移
管
後
に
は
深
刻
な
社
会
不
安
と
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
左
翼
ゲ
リ

ラ
と
政
府
の
間
で
内
戦
に
陥
っ
て
い
る
。
ま
た
、
１
９
４
１
年
か
ら
ペ
ル
ー
は
エ
ク
ア
ド
ル
と
ア
マ
ゾ

ン
川
流
域
の
低
地
を
巡
っ
て
数
次
に
及
ぶ
国
境
紛
争
を
繰
り
広
げ
、
１
９
９
８
年
に
最
終
的
に
こ
の
紛

争
に
勝
利
し
て
広
大
な
領
土
を
併
合
し
て
い
る
。

次
に
任
国
事
情
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ペ
ル
ー
共
和
国
の
首
都
は
「
リ
マ
」
で
、
主
に
話
さ
れ
て
い
る

言
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。
面
積
は
約
１
２
９
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
日
本
の
約
３
．
４
倍

あ
る
。
人
口
は
約
３
０
８
１
万
人
で
あ
る
。
ま
た
日
系
人
の
数
が
約
十
万
人
と
非
常
に
多
く
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
三
位
で
あ
る
。
そ
の
他
に
世
界
遺
産
と
し
て
「
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
」
や

「
マ
チ
ュ
・
ピ
チ
ュ
」
な
ど
が
あ
る
国
で
あ
る
。

�

（
渡
邉　

翔
也
）

５
．
ペ
ル
ー
で
の
活
動

１）　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
球
場

Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｏ
な
ど
の
施
設
が
充
分
に
整
っ
て
い
る
場
所
で
主
に
活
動
を
行
っ
て
き
た

が
、
中
心
街
か
ら
離
れ
て
過
ご
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
一
度
だ
け
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
球
場
を
訪
れ

た
。
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
リ
マ
の
中
心
街
か
ら
車
で
１
時
間
程
離
れ

た
場
所
に
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
に
到
着
す
る
と
そ
こ
は
球
場
と

呼
ぶ
の
は
難
し
い
ほ
ど
設
備
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
面
積
は

１
０
０
㎡
ほ
ど
で
一
面
雑
草
が
生
え
て
い
た
り
、
大
き
な
石
が

転
が
っ
て
い
た
り
も
し
て
、
子
供
た
ち
が
い
つ
ケ
ガ
を
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
参
加
し
て
く
れ
た
子
供
達
は

７
歳
か
ら
17
歳
ま
で
あ
っ
た
が
、
初
心
者
の
子
供
も
多
く
い
た
。

し
か
し
、
初
心
者
で
も
笑
顔
で
白
球
を
追
い
か
け
る
姿
を
見
て

私
達
も
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
純
粋
に
野
球
を
楽
し
む
子
供

た
ち
を
見
て
、
私
達
も
野
球
に
対
す
る
姿
勢
を
改
め
て
考
え
な

お
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
ペ
ル
ー
の
子
供
た
ち
は
自
ら
進
ん

で
勉
強
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
強
か
っ
た
。
休
憩
時
間
で
も
私
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た
ち
に
身
体
の
動
か
し
方
、
ス
イ
ン
グ
の
仕
方
な
ど
を
聞
い
て
き
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
学
生
野

球
に
欠
け
て
い
る
こ
と
だ
と
感
じ
、
私
た
ち
が
逆
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

�
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貫　

亮
介
）

２）　

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｏ
（
カ
ヤ
オ
）

今
回
、
私
達
近
畿
大
学
生
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
ペ
ル
ー
で
主
に
子
供
達

の
野
球
指
導
と
ペ
ル
ー
代
表
や
現
地
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
の
試
合
を
行
っ
た
。
私
達
は
各
球
場
や
施
設

で
指
導
や
試
合
を
行
っ
た
が
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｏ
は
野
球
以
外
に
も
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
が
行
う
事
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
。

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｏ
球
場
は
ペ
ル
ー
の
中
で
も
非
常
に
充
実
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
野
球
を
す
る
上

で
は
大
き
な
問
題
は
な
い
場
所
で
あ
る
。
練
習
試
合
で
は
あ
っ
た
が
、
今
回
ペ
ル
ー
代
表
と
の
試
合
で

勝
利
し
た
球
場
が
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｏ
球
場
で
あ
る
。
野
球
指
導
で
は
守
備
練
習
や
打
撃
練
習
と
い
っ
た
野

球
の
基
本
的
な
指
導
を
中
心
に
行
い
、
子
供
た
ち
が
飽
き
な
い
よ
う
に
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て

指
導
を
行
っ
た
。
前
回
と
少
し
異
な
る
の
は
体
力
測
定
を
行
っ
た
事
で
あ
る
。
目
的
は
現
在
の
体
力
を

把
握
し
、
体
力
向
上
を
目
指
す
為
で
あ
る
。
初
日
と
最
終
日
に
子
供
達
の
体
力
測
定
を
行
い
、
そ
の
成

果
を
把
握
し
た
。
遠
投
や
反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
等
を
行
っ
た
が
、
野
球
と
同
様
子
供
達
は
思
い

切
り
良
く
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
元
気
良
く
飛
び
跳
ね
た
り
と
、
元
気
良
く
や
っ
て
も
ら
え
る
事
が
で
き

た
。体

力
測
定
の
結
果
に
は
、
変
わ
ら
な
い
子
も
い
れ
ば
大
き
く
変
わ
っ
た
子
も
い
て
少
な
か
ら
ず
私
達

の
指
導
の
結
果
は
出
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
来
年
以
降
の
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
体
力
測
定
を
行
っ

て
行
け
ば
ペ
ル
ー
で
の
野
球
の
レ
ベ
ル
向
上
に
繋
が
る
と
思
う
。

�
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田
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）

３）　

Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ

Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
と
は
日
系
人
の
方
々
が
主
に
使
用
す
る
総
合
運
動

施
設
で
あ
る
。
施
設
内
に
は
野
球
場
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ッ
ト

サ
ル
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
屋
内
外
プ
ー
ル
、
陸
上
競
技
場
な

ど
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
万
全
の
設
備
が
整
っ
て
い

る
。
ま
た
宿
泊
も
す
る
こ
と
が
で
き
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
も

複
数
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
の
施
設
内
だ
け
で
も
充
実
し
た
生
活
が

送
れ
る
と
言
え
る
。
施
設
内
に
は
日
本
語
の
看
板
や
日
本
語
を

話
せ
る
方
々
が
多
く
い
た
の
で
親
近
感
が
湧
い
た
。

今
回
、
私
達
は
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
活
動
は
数
回
し

か
な
く
ナ
イ
タ
ー
で
の
試
合
が
主
な
も
の
だ
っ
た
。
ペ
ル
ー
で
夜

に
試
合
が
出
来
る
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。
ま
た
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
裏
に
は
観
客
席
が
あ
り
、
試
合
に
は
多
く
の
方
が
観
戦
を

し
に
来
て
く
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
マ
ウ
ン
ド
が

な
く
、
外
野
は
凸
凹
で
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、

内
野
の
土
も
硬
く
日
本
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
比
べ
る
と
や
は
り
日
本

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
と
感
じ
た
。

最
後
に
、
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
施
設
、
そ
し
て
私
達
を

あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
の
関
係
者
の
方
々
に

は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

�
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４）　

試
合
の
様
子

今
回
、
私
達
は
子
供
た
ち
に
野
球
指
導
を
す
る
だ
け
で
な
く
ペ
ル
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
を
相
手
に
交
流
試
合
や
大
会
に
出
場
し
た
。
最
初
の
大
会
の
初
戦
は
ペ
ル
ー
へ
到
着
し
て
３

日
後
だ
っ
た
の
で
身
体
が
動
く
か
心
配
で
あ
っ
た
が
12
対
３
と
大
差
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
大
会
で
は
4
勝
1
敗
と
勝
ち
越
す
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。ペ

ル
ー
の
選
手
の
中
に
は
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手
も
た
く
さ
ん
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
野
球
の
普

及
活
動
の
成
果
が
出
て
き
て
い
る
も
の
だ
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
日
本
な
ら
で
は
の
マ
ナ
ー
な
ど

は
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
ブ
を
投
げ
る
、
攻
守
交
代
を
歩
い
て
行
う
な

ど
、
ま
だ
伝
え
足
り
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。
試
合
で
は
結
果
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
攻
守

交
代
の
ダ
ッ
シ
ュ
や
道
具
を
大
切
に
扱
う
事
を
私
た
ち
が
見
せ
る
こ
と
で
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
、
行

動
に
移
し
た
。
活
動
の
後
半
に
は
国
際
大
会
に
出
場
し
た
。
そ
の
大
会
で
は
2
勝
１
敗
。
ほ
と
ん
ど
の

試
合
で
苦
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
相
手
の
選
手
は
技
術
が
な
く
て
も
身
体
能
力
が
高
い
選
手
が
多

か
っ
た
た
め
楽
に
勝
つ
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
簡
単
に
勝
つ
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。
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６
．
ま
と
め

私
た
ち
の
行
っ
た
主
な
活
動
は
、
ペ
ル
ー
の
子
供
た
ち
に
野
球
の
技
術
指
導
を
行
い
、
野
球
と
い
う

ＣＡＬＬＯ球場での様子
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ス
ポ
ー
ツ
を
ペ
ル
ー
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
と
、
現
地
の
18
～
35

歳
く
ら
い
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
と
試
合
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ペ
ル
ー
野
球
の
レ
ベ
ル
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
の
二
本
柱

で
あ
っ
た
。

実
際
、
ペ
ル
ー
の
子
供
た
ち
に
野
球
を
教
え
て
感
じ
た
こ
と

は
、
日
本
の
子
供
と
異
な
り
、
体
の
動
か
し
方
が
器
用
で
は
な

い
こ
と
や
、
現
地
に
野
球
シ
ョ
ッ
プ
が
な
い
こ
と
か
ら
使
っ
て

い
る
道
具
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
感
じ
た
。
ま
た
、
私

た
ち
が
野
球
指
導
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
教
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
指
導
す
る
難
し
さ
を
感
じ
た
り
、
野
球
を
通
し
て
様
々
な
異

文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
大
人
の
チ
ー
ム
と
は
計
10
試
合
を
行
っ
た
が
、
ペ

ル
ー
の
方
た
ち
は
体
が
大
き
く
パ
ワ
ー
の
あ
る
選
手
が
多
い

が
、
日
本
の
選
手
の
よ
う
に
技
術
や
体
を
器
用
に
こ
な
す
選
手

が
す
く
な
い
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
。
し
か
し
、
選
手
一
人
一

人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
日
本
人
に
勝
り
、
逆
境
を
は
ね
返
す

気
持
ち
が
強
い
こ
と
を
感
じ
た
。

今
回
、
ペ
ル
ー
の
野
球
に
触
れ
て
み
て
、
道
具
や
設
備
が

整
っ
て
い
な
い
中
で
野
球
を
や
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
た
ち

日
本
人
に
足
り
な
い
多
く
の
も
の
を
内
に
秘
め
て
い
る
こ
と
を

感
じ
た
。
こ
の
足
り
な
い
部
分
を
認
識
し
、
多
く
の
人
に
伝
え

て
い
く
こ
と
で
人
間
性
の
部
分
で
成
長
を
し
て
い
き
た
い
。

�
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昭
）

私
た
ち
は
、
今
回
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
短
期
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
形
で
ペ
ル
ー
に
行
く
機
会
を
頂
き
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
こ
で
一
番
感
じ
た
こ
と
で
は
、
人
の
こ
こ
ろ
の
温
か
さ
で
あ
る
。
私
た
ち
が
ど
こ
に
行
っ
て
も
、

現
地
の
方
に
丁
寧
に
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
の
要
望
を
何
か
策
を
練
っ
て
叶
え
よ
う
と
し
て

く
れ
る
場
面
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
日
本
人
は
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
過
ぎ
て
、
控
え
め
に
な
る

こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

そ
し
て
、
ペ
ル
ー
の
人
々
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
ー
は
日
本
と
異
な
り
、
挨
拶

か
ら
心
を
オ
ー
プ
ン
に
接
す
る
。
一
方
、
日
本
人
は
初
め
の
挨
拶
で
は
あ
ま
り
心
を
開
か
な
い
人
も
多

く
い
る
。
そ
こ
が
、
人
と
人
と
の
壁
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
感
じ
た
。

最
後
に
、
私
た
ち
は
こ
の
活
動
を
行
え
た
の
は
日
本
や
ペ
ル
ー
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
、
近
畿
大
学
産

業
理
工
学
部
事
務
の
方
や
多
く
の
先
生
方
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
ペ
ル
ー
で
の
経
験
を
是
非
、

色
々
な
人
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
広
め
て
い
き
た
い
。
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